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 北浦街道筋の隠れたお宝が沢⼭あります。地域住⺠でさえ⽇頃触れてない処がありま
す。地域づくり部会では、まち興しの企画として「もっと知ろう・伝うよう・つながろ
う」をモットーに諸活動を⾏っていますが、お宝が陽の⽬を⾒ることができるよう北浦
街道探訪記シリーズとして取り上げ「まち協ニュース」に連載しています。この度、今
までの８回分について特集として、お掲載しましたのでご覧ください。 
 
 
 北浦街道には調べれば調べるほど沢山のお宝が発見されます。新型コロナウイルスを

想定した新しい生活様式の一つとして、「温故知新」により今後を模索していただくに

良い機会となればと思い、「北浦街道探訪記シリーズ」のリバイバル版を掲載すること

としました。あなたの新発見はなんでしょう。ご意見・ご感想をお待ちしています。 

 

 1603年(慶長8年)徳川幕府時代の始期により、幕府は体制の維持・強化のために全国

の道路網の整備をしました。これに合わせて、1605年(慶長10年)毛利藩は萩を中心に領

国の周防・長門国内に藩内道路網を整備されていくこととなりました。 

 

 その一つとしての赤間関街道整備では、 

 

 ①中道筋(萩～明木～吉田までの約50㎞) 

 ②北道筋(長門東深川～俵山～西市～小月までの約43㎞) 

 ③北浦筋(萩東田町札之辻～赤間関観音崎町までの約105㎞) 

 の三つの幹線が設定されました。 

 

 明治維新以降は、こうした中での主要な街道は国道等に指定され舗装・拡張・付け替

えが行われて現在に至っています。一方で、維持整備が出来なかった街道は廃道となり

忘れられる存在になりつつあります。 

 

 北浦街道は、萩藩主の御国廻りの行事の通行路として利用されていたので街道沿線に

は藩主の休憩場所や宿泊施設として本陣(江戸時代以降の宿場で、大名や旗本、幕府役

人、勅使、宮、門跡などの宿泊所として指定された家)や御茶屋などが置かれていまし

た。また、北浦沿岸は低山から延びる丘陵に挟まれた地形が多く、その間に浦が点在し

ていることから、北前船の寄港・停泊や年貢米の回漕に伴う人・物資・情報の流通路と 

して重要でした。さらには、外国船の漂着に備える機能も備えていました。 
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↑正門に繋がる階段・石造

現在の早鞆高等学校→

桃ケ丘の校舎 ( 大正 15 年増築落成 )

　
上
田
中
町
の
早
鞆
高
等
学
校
は
、
生
徒
・
教
職
員
千
名
余
、
８
学
科
と
今
や
県
下

で
も
有
数
の
私
学
の
高
校
で
、
百
二
十
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
い
る
。
そ
の
ル
ー
ツ
は

北
浦
街
道
筋
の
貴
船
町
の
通
称
「
桃
ケ
丘
・
吉
見
山
（
現
貴
船
一
丁
目
・
山
口
合
同
ガ
ス

本
社
の
上
辺
り
）
で
産
声
を
上
げ
た
。

　
明
治
34
年(1901)

教
育
者
の
阿
部
ヤ
ス
先
生
が
教
師
の
傍
ら
、
自
宅
で
家
塾
を
興

す
。
教
え
を
乞
う
子
女
が
増
え
続
け
、
華
道
・
茶
道
・
裁
縫
と
巾
広
く
指
導
。
郷
里

か
ら
母
親
を
呼
び
寄
せ
教
導
し
た
と
の
こ
と
。
家
塾
を
始
め
て
10
年
後
の
明
治
44
年

(1911)

高
等
小
学
校
教
諭
を
退
職
、
翌
年
の
明
治
45
年(1912)

山
口
県
知
事
へ
繰
り

返
し
申
請
し
て
い
た
学
校
創
設
が
認
可
さ
れ
、「
下
関
阿
部
裁
縫
女
学
校
」
の
開
校

が
実
現
。

　
そ
の
後
、
大
正
13
年(1924)
「
下
関
阿
部
高
等
技
芸
女
学
校
」
と
改
称
。
昭
和
20

年(1945)

の
下
関
空
襲
で
桃
ケ
丘
の
校
舎
は
焼
失
し
た
が
、
養
治
小
学
校
、
貴
船
町

の
陸
軍
の
馬
小
屋
を
借
り
て
授
業
を
続
け
た
。昭
和
21
年(1946)「
早
鞆
高
等
女
学
校
」

と
改
称
。
昭
和
23
年(1948)

「
財
団
法
人
早
鞆
学
園
」
を
設
立
、「
早
鞆
高
等
学
校
」

を
設
置
。
そ
の
後
、昭
和
25
年(1950)
に
現
在
地
に
校
舎
着
手
。
昭
和
26
年(1951)「
学

校
法
人
早
鞆
学
園
」を
設
立
。
併
せ
て「
早
鞆
高
等
男
子
部
」を
創
設
し
、現
在
の
隆
々

た
る
学
校
に
繋
が
っ
て
い
る
と
早
鞆
高
校
百
年
史
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
創
設
当
初
の
貴
船
町
桃
ケ
丘
で
の
学
校
跡
地
と
周
辺
は
、
市
営
住
宅
と
な
り
現
在

で
は
住
宅
地
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
時
の
学
校
正
門
に
繋
が
る
階
段
は
今
も
当
時
の

面
影
を
残
し
て
い
る
。（
下
記
写
真
参
照
）

　
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
地
域
で
は
時
が
経
つ
に
つ
れ
、と
か
く「
そ
も
そ
も
」「
最

初
に
井
戸
を
掘
っ
た
先
人
の
偉
業
」
を
忘
れ
が
ち
に
な
る
。
時
折
先
人
達
の
意
と
す

る
ル
ー
ツ
に
触
れ
る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
、
将
来
を
生
き
る
私
た
ち
に
一
筋
の
光
明

に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
ぞ
温
故
知
新
で
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
古
を
偲
び
貴
船

町
桃
ケ
丘
を
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
早
鞆
高
等

学
校
は
長
い
歴
史
の
中
で
、
著
名
な
方
を
輩
出

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
一
層
発
展
さ
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

【
引
用
資
料: 

早
鞆
百
年
史
・
下
関
市
立
中
央
図
書
館
に
置

い
て
あ
り
ま
す
。
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
図
書
館
に
行
っ
て

み
て
下
さ
い
】

早
鞆
高
等
学
校
の
ル
ー
ツ
は
貴
船
町
に
あ
っ
た

北
浦
街
道
探
訪
記
シ
リ
ー
ズ
　第
８
回

阿部ヤス先生

レンガ造りの階段も↑


